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１．計画の概要 
１-１．計画策定の背景と目的 

公共交通を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響からの生活様式の変化等に

より公共交通利用が伸び悩み、長引く円安や情勢不安による燃料費の高騰が公共交通事業経営を

圧迫、運転手の高齢化と人材不足など、全国的に非常に厳しい状況にあります。 

福津市では、令和元年8月に「福津市地域公共交通網形成計画」を策定し、計画の基本方針のも

と様々な交通施策を実施してきましたが、全国の状況と同様に、新型コロナウイルス感染症の蔓

延以降、公共交通の利用者は減少しています。また、運転手不足、運行経費の高騰などにより路

線バスも一部区間の廃止や減便を余儀なくされている状況です。 

この状況に対応し、引き続き、市民の移動手段の確保による生活への不安の解消と、暮らしや

すく魅力ある地域を創り上げるため、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年

法律第５９号）に基づく『福津市地域公共交通計画』を策定することとしたものです。 

本計画では、市の公共交通体系の現状や調査結果を踏まえた課題を抽出した上で、公共交通の

基本方針、目標、施策、取り組み及び体制を明らかにして、市内各地域のニーズに合った効率的

で持続可能な公共交通網の形成に資することを目的とします。 

 

１-２．計画の位置づけ 

本計画は、福津市がめざす将来像とその実現に向けた７つのテーマごとの目標像並びに取組方

針を示す「まちづくり基本構想」を上位計画とし、かつ、関係法令等や関連計画を踏まえ策定して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちづくり基本構想 

連携・整合 

遵守 
・留意 福津市地域 

公共交通計画 

連携・整合 

連携 

・整合 

■交通政策基本法 

 

■地域公共交通活

性化再生法 

 

■福岡都市圏都市

計画区域の整備、

開発及び保全の

方針 

関連法令等 

■第２次福津市都市計画マス

タープラン 

 

■第2次福津市観光基本計画 

 

■第3期福津市地域福祉計画・第

2期福津市地域福祉活動計画 

 

■第３期福津市まち・ひと・しご

と創生総合戦略 

 

関連する分野別計画 

反映・事業化 

まちづくり計画実施計画 

反映・事業化 
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１-３．計画の対象区域と計画期間 

（1）計画の対象区域 

本計画は、福津市全域を対象とします。 

なお、必要に応じて隣接する市町との連携を図ります。 

 

（2）計画期間 

計画の期間は、令和7年10月から令和１２年９月までとします。 

なお、期間内においても必要に応じて計画の見直し、修正を行います。 

 

１-４．計画の枠組み 

本計画は、以下の６つの項目で構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■福津市地域公共交通計画の枠組み 

 

 

  

 

計画目標と目標達成のための取り組み 

計画の目標と目標を達成するための施策、その施策の実施期間・実
施主体を示し、目標の達成状況を評価する数値指標を定めています。 

福津市における公共交通の課題 

本市の公共交通の問題点・課題を整理しています。 

地域公共交通計画の基本方針 

福津市の目指す将来像と公共交通の果たすべき役割を示し、公共交
通の課題を踏まえて、公共交通の基本方針・あり方を定めています。 

計画達成状況の評価 

計画を推進していくための各主体の役割を示しています。また、計画
達成の評価の考え方や評価の検証方法について示しています。 

福津市地域公共交通網形成計画の検証 

これまでに行った取組みと網形
成計画での目標検証を整理してい
ます。 

 地域・公共交通の現状 

市民の移動実態とニーズ 
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２．市内公共交通の課題 
地域公共交通を取り巻く現状や、福津市地域公共交通網形成計画の検証結果、市民アンケート調

査の結果等を踏まえ、福津市における地域公共交通の課題を以下のように整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題１ 高齢化に対応した持続可能な公共交通の確保・維持が必要 

課題２ 地域単位での住民ニーズや利用目的に応じた公共交通ネットワークの構築が

必要 

課題３ 公共交通機関相互の連携による利便性向上が必要 

課題４ まちづくりと公共交通の連携による将来像の実現が必要 

課題５ 各主体（市民（地域）・企業・交通事業者・行政）における役割の明確化と 

一体的な取り組みが必要 
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３．計画の基本方針 
３-１．福津市の交通将来像 

福津市における交通将来像は、「福津市まちづくり計画『まちづくり基本構想』（令和元年9月）」

及び「第2次福津市都市計画マスタープラン（平成30年3月 令和4年10月改訂）」との整合を図

り、下記のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-２．公共交通の基本方針 

公共交通に係る課題の解決に向けて、福津市の公共交通における基本方針を下記のように設定

します。 

 

福津市における公共交通の基本方針 

【基本方針１】 

市内各地域の課題やニーズに対応し、地域間格差の是正を促す 

公共交通サービスの充実 

 

利用しやすいルートや運行ダイヤにするとともに、ニーズに応じた目的地や公共交通機関の

運行状況等の情報提供の充実を図ります。 

特に、高齢者や本市縁辺部(用途地域外)の居住者が、安全で快適に利用しやすい交通環境と

なるよう配慮します。 
 

→（課題１）高齢化に対応した持続可能な公共交通の確保・維持 

→（課題2）地域単位での住民ニーズや利用目的に応じた公共交通ネットワークの構築 

 

 

 

■福津市の交通将来像 
 
 
 

暮らしやすさを実感できる公共交通体系 
 
 
 

鉄道や路線バス、タクシー、コミュニティバス等の各交通機関で相互連携を図り、

市民の生活行動やニーズに応えることはもとより、まちづくり・観光振興等とも一体

となった、利用しやすい公共交通ネットワークへの再編・強化、交通結節点等におけ

る環境整備、他分野との連携による交通手段の補完、新モビリティサービスの調査研

究・導入検討、その他、地域の輸送資源の総動員に努め、持続可能な交通体系となる

ことを目指します。 

このため、地域の移動ニーズを適切に把握するとともに、交通事業者を含む多様な

関係者と連携・協働を深め、福津市における最適な移動手段の確保に努めていきます。 
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【基本方針２】 

３つの拠点へのアクセス性向上による市全体の活性化 

 

中心拠点(福間駅周辺)と地域拠点(津屋崎地区・東福間駅周辺)における行政、医療、福祉、

商業等の機能向上を下支えし、拠点へのアクセス性を高める公共交通体系を形成することによ

り、市全体の活性化を図ります。 

 
→（課題１）高齢化に対応した持続可能な公共交通の確保・維持 

→（課題４）まちづくりと公共交通の連携による将来像の実現 

 

【基本方針３】 

観光資源との連携による交流人口の拡大 

 

市内各地に分布する観光交流スポット※1及び観光交流ゾーン※2への連絡や連携を向上させ、

市内外からの交流人口や関係人口の拡大につなげます。 
 

→（課題２）地域単位での住民ニーズや利用目的に応じた公共交通ネットワークの構築 

→（課題４）まちづくりと公共交通の連携による将来像の実現 

 

※1 宮地嶽神社、津屋崎千軒、新原・奴山古墳群、畦町宿、福間漁港、津屋崎漁港、直販所（あんずの里市、 

ふれあい広場ふくま、お魚センターうみがめ） 

※2 津屋崎漁港から福間漁港へ至る海岸線と宮地嶽神社を結ぶ地域 

 

【基本方針４】 

公共交通機関相互の連携による公共交通体系の機能強化 

 

鉄道や路線バス、コミュニティバス、タクシー等の交通機関に求められる役割を明確にする

とともに、それぞれの交通機関の利点を活かしたサービスの提供に努めます。 

さらに、各主体や交通機関相互が連携することで、無駄や非効率な運行などを回避し、利用

しやすい交通体系を維持していきます。 

 
→（課題３）公共交通機関相互の連携による利便性向上 

→（課題５）各主体（市民（地域）・企業・交通事業者・行政）における役割の明確化と一体的な取り組み 

 

【基本方針５】 

多様な主体の連携による持続可能な体制や仕組みの良好な維持 

 

地域交通政策の推進に行政が牽引的な役割を果たす中で、交通事業者の自主路線を含む形で

策定された地域公共交通計画を具現化するためには、関係者が計画理念を共有し、協議会等に

おいて計画の実効性を担保するとともに、多様な関係者による協議を通じて、相互の信頼関係

が構築されていることが重要です。 

さらに、計画策定段階から行政と交通事業者が意思の疎通を図るとともに、市民を含む関係

者が地域公共交通を支えるために総力をあげて取り組むことが求められます。 

委託者・受託者、行政主導・事業者主導といった考え方や、事業者（自主）路線・補助路線・

委託路線といった従来の枠組みから脱却し、対等の立場で地域公共交通の活性化・維持に向け

て取り組むパートナーシップに基づく持続可能な公共交通維持の仕組み（福津市地域交通体系

協議会）を良好に維持していきます。 

 
→（課題５）各主体（市民（地域）・企業・交通事業者・行政）における役割の明確化と一体的な取り組み 
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３-３．公共交通基本方針図と交通機関の役割 

公共交通の基本方針に基づき、交通将来像の実現に向けた基本方針図と各公共交通機関の役

割を以下に整理します。具体的には、各公共交通機関の役割を明らかにするとともに、将来の都

市構造の骨格を形成する公共交通軸・エリアを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

交通 

モード 
運行主体 

該当する 
現行路線 

役割 区分 

鉄
道 

JR九州 鹿児島本線 

市の中心拠点や地域拠点を経由し、周辺
市及び広域的な都市間の移動を担いま
す。永続性が高く、需要増への柔軟な対
応や都市間連携を可能としています。 

幹 

線 

軸 

路
線
バ
ス 

（
広
域
） 

西鉄バス 
赤間急行 

26，26A 

市の中心拠点や地域拠点を経由し、周辺
市及び広域的な都市間の移動を担いま
す。 

路
線
バ
ス 

（
市
内
） 

西鉄バス 1-1 
市の中心拠点と地域拠点を結び、通勤・
通学や買い物、観光等の多様なニーズに
対応する役割を担います。 

JR九州バス イオン循環線 
市の中心拠点と大型商業施設を結び、通
勤・通学や買い物等の多様なニーズに対
応する役割を担います。 

西鉄バス 1-2 

市の中心拠点と地域拠点を結ぶととも
に、通勤・通学や買い物等の多様なニー
ズ、さらには観光資源との連携等に対応
した幹線的な機能を担います。 

準
幹
線
軸 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・ 

乗
合
タ
ク
シ
ー 

行政、 
タクシー
事業者 

【ミニバス】 
福間周回線 
津屋崎線 
上西郷線 
勝浦線 

東福間・若木台線 
 

【乗合タクシー】 
ふくつ乗合 
タクシー 

鉄道や路線バスでカバーできない公共交
通の空白地域における移動や高齢者等の
生活行動を支えることから、各拠点を起
終点とし、幹線軸を補完する役割を担い
ます。 

支
線
軸 

タ
ク
シ
ー 

タクシー
事業者 

宗像平和タクシー
（株） 

宗像交通（有） 
福栄タクシー

（有） 

需要が少なく利用者の高齢化や居住密度
が低い本市縁辺部の地域を地域連携エリ
アと位置づけます。移動はタクシー等で
居住地と拠点や幹線軸・支線軸を結びま
す。 

地
域
連
携
エ
リ
ア 

及
び
市
域
全
域 
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公共交通の基本方針図 

幹線軸（鉄道、路線バス） 

準幹線軸（路線バス） 

支線軸（コミュニティバス、乗合タクシー） 

地域連携エリア（タクシー） 

近隣自治体との連携検討路線 

■公共交通の基本方針図 
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  ■福津市における公共交通体系図 

（令和7年10月時点） 

【凡例】 
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４．計画目標と施策等 
４-１．計画目標の設定 

公共交通の基本方針に基づいた計画目標を以下のとおり設定します。 

福津市が目指す交通将来像の実現のため、公共交通体系を維持・確保していきます。市や事

業者は、利用者のニーズや需要に対応するサービスの提供を行うとともに、利用者である市民

等の積極的な公共交通の利用を促進していくものとします。 

 

福津市が目指す交通将来像の実現のため、公共交通体系を誰もがわかりやすく、安全に利用

しやすく、また利用したくなるよう、ハード・ソフトの両面で環境を整備していきます。市や

交通事業者、また市内企業・商店等は、市民等の公共交通利用時の利便性向上とその普及のた

め積極的に取り組むものとします。 

 

福津市が目指す交通将来像の実現のため、公共交通の利用に際した安心感を確保していきま

す。市や事業者は、利用実態の把握に努め、利用者に分かりやすく正確で、かつ時期を逃さな

い周知を行うほか、迷わない公共交通の利用のための環境整備やインターネット等を活用した

情報提供等を進めるものとします。 

 

福津市が目指す交通将来像の実現のため、多様な関係者と連携・協働していきます。市や近

隣自治体、事業者、地域、市民団体等が利用者目線で多様・相互に連携することにより、利便

性の高い地域公共交通サービスを「共創」することを目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

目標Ⅰ：公共交通体系の適切な維持と改善 

目標Ⅱ：公共交通利用者の利便性向上と普及 

 

目標Ⅲ：公共交通に対する安心感の確保 

 

目標Ⅳ：多様な関係者との連携・協働 
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４-２．計画における施策体系 

本計画における施策体系を以下のとおりまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■
福

津
市

地
域

公
共

交
通

計
画

　
施

策
体

系

課
題

基
本
方
針

1
2

3
4

5
準
備

実
施

Ⅰ
-
①
-
1

需
要
に
応
じ
た
運
行
本
数
の
確
保

●
●

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅰ
-
①
-
2

施
設
・
車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

●
●

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅰ
-
①
-
3

公
有
地
の
活
用

●
●

●
●

●
新
規

R
7

-

Ⅰ
-
②
　
準
幹
線
軸
の
維
持

Ⅰ
-
②
-
1

幹
線
軸
を
補
完
し
つ
つ
拠
点
間
の
移
動
や
観
光
振
興
へ
の
対
応
を

考
慮
し
た
バ
ス
路
線
の
維
持

●
●

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅰ
-
③
-
1

利
用
ニ
ー
ズ
や
乗
降
実
態
を
考
慮
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の

定
期
的
な
見
直
し

●
●

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅰ
-
③
-
2

よ
り
よ
い
見
直
し
・
改
善
の
た
め
の
協
力
体
制
の
確
保

●
●

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅰ
-
④
　
地
域
連
携
エ
リ
ア
の
移
動
支
援

Ⅰ
-
④
-
1

地
域
連
携
エ
リ
ア
で
の
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た
移
動
支
援
の
維
持
・
拡
充

●
●

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅰ
-
⑤
　
新
た
な
交
通
手
段
の
導
入
の
検
討

Ⅰ
-
⑤
-
1

地
域
の
実
情
等
に
応
じ
既
存
交
通
手
段
か
ら
新
交
通
手
段
（
新
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
）
へ
の
置
き
換
え
・
追
加
等
の
導
入
検
討
・
実
施

●
●

●
●

●
新
規

R
7

-

Ⅰ
-
⑥
　
人
材
確
保
に
向
け
た
広
報
の
支
援

Ⅰ
-
⑥
-
1

運
転
士
等
の
人
材
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
広
報
の
支
援

●
●

●
●

●
新
規

-
R
7

公
共
交
通
に
係
る
課
題

公
共
交
通
の
基
本
方
針

Ⅱ
-
①
-
1

主
要
な
交
通
結
節
点
等
で
の
乗
り
継
ぎ
・
待
合
環
境
の
改
善

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅱ
-
①
-
2

停
留
所
ご
と
の
事
情
に
応
じ
た
待
合
・
乗
降
環
境
の
改
善

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅱ
-
②
　
乗
り
継
ぎ
運
行
時
刻
の
調
整

Ⅱ
-
②
-
1

支
線
軸
に
お
け
る
主
要
な
乗
り
継
ぎ
拠
点
(
駅
や
バ
ス
停
)
で
の
運
行
ダ
イ
ヤ

の
時
間
調
整

●
●

●
継
続

-
R
7

Ⅱ
-
③
-
1

回
数
券
･
定
期
券
制
度
の
創
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）

●
●

●
継
続

R
7

R
1
0

Ⅱ
-
③
-
2

乗
り
継
ぎ
割
引
制
度
の
再
構
築

●
●

●
継
続

R
7

-
Ⅱ
-
③
-
3

乗
車
特
典
制
度
の
創
設

●
●

●
継
続

R
7

R
1
0

Ⅲ
-
①
-
1

主
要
な
交
通
結
節
点
に
お
け
る
総
合
案
内
板
の
設
置

●
●

継
続

R
7

R
1
0

Ⅲ
-
①
-
2

バ
ス
停
案
内
表
示
の
改
善
と
充
実

●
●

継
続

-
R
7

Ⅲ
-
①
-
3

公
共
交
通
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布

●
●

継
続

R
7

R
1
0

Ⅲ
-
①
-
4

路
線
見
直
し
に
合
わ
せ
た
時
刻
表
の
改
正
・
配
布

●
●

継
続

-
R
7

Ⅲ
-
①
-
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
G
T
F
S
デ
ー
タ
の
活
用

●
●

継
続

-
R
7

Ⅲ
-
②
-
1

わ
か
り
や
す
い
系
統
名
・
バ
ス
停
名
の
設
定

●
●

継
続

-
R
7

Ⅲ
-
②
-
2

バ
ス
車
両
、
バ
ス
停
等
へ
の
系
統
表
示

●
●

継
続

-
R
7

Ⅲ
-
③
　
わ
か
り
や
す
い
乗
り
継
ぎ
情
報
の

　
　
　
 
提
供

Ⅲ
-
③
-
1

乗
り
継
ぎ
拠
点
に
お
け
る
わ
か
り
や
す
い
乗
り
継
ぎ
情
報
の
表
示

●
●

継
続

-
R
7

Ⅲ
-
④
　
免
許
返
納
者
に
対
す
る
特
典
等
の

　
　
　
 
普
及
促
進

Ⅲ
-
④
-
1

免
許
返
納
者
に
対
す
る
特
典
等
の
普
及
促
進

●
●

継
続

-
R
7

Ⅲ
-
⑤
　
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
 
（
M
M
施
策
）
の
実
施

Ⅲ
-
⑤
-
1

公
共
交
通
の
乗
り
方
講
座
等
の
検
討
・
実
施

●
●

新
規

R
7

-

Ⅳ
-
①
　
市
内
公
共
交
通
機
関
の
連
携

Ⅳ
-
①
-
1

福
津
市
地
域
交
通
体
系
協
議
会
を
通
じ
た
市
内
公
共
交
通
機
関
相
互
の

情
報
交
換
・
連
携
の
推
進

●
●

新
規

-
R
7

Ⅳ
-
②
-
1

車
内
広
告
や
駅
･
バ
ス
停
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
の
取
り
組
み
の
拡
充

●
●

継
続

-
R
7

Ⅳ
-
②
-
2

商
業
施
設
等
が
実
施
す
る
配
送
サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携
・
情
報
交
換

●
●

新
規

R
7

-

Ⅳ
-
③
-
1

地
域
団
体
等
主
体
の
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
等
へ
の
伴
走
支
援

●
●

新
規

R
7

-

Ⅳ
-
③
-
2

福
祉
団
体
等
に
よ
る
福
祉
有
償
運
送
と
の
連
携
・
情
報
交
換

●
●

新
規

R
7

-

Ⅳ
-
④
　
観
光
施
策
と
連
携
し
た
取
り
組
み

　
　
　
 
の
推
進

Ⅳ
-
④
-
1

観
光
地
・
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
等
に
併
せ
た
公
共
交
通
の
利
用
促
進

●
●

新
規

R
7

-

Ⅳ
-
⑤
　
近
隣
市
町
と
連
携
し
た
取
り
組
み

　
　
　
 
の
推
進

Ⅳ
-
⑤
-
1

沿
線
自
治
体
（
宗
像
市
、
古
賀
市
、
新
宮
町
）
と
の
連
携
・
情
報
交
換

●
●

新
規

-
R
7

目
標
Ⅲ

公
共
交
通
に
対
す
る

安
心
感
の
確
保

目
標
Ⅳ

多
様
な
関
係
者
と
の

連
携
・
協
働

課
題
１

高
齢
化
に
対
応
し
た
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
確

保
・
維
持
が
必
要

課
題
２

地
域
単
位
で
の
住
民
ニ
ー

ズ
や
利
用
目
的
に
応
じ
た

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
必
要

課
題
３

公
共
交
通
機
関
相
互
の
連

携
に
よ
る
利
便
性
向
上
が

必
要

課
題
４

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通

の
連
携
に
よ
る
将
来
像
の

実
現
が
必
要

課
題
５

各
主
体
（
市
民
（
地

域
）
・
企
業
・
交
通
事
業

者
・
行
政
）
に
お
け
る
役

割
の
明
確
化
と
一
体
的
な

取
り
組
み
が
必
要

Ⅳ
-
②
　
企
業
等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の

　
　
　
 
推
進

Ⅲ
-
①
　
公
共
交
通
の
利
便
性
を
促
す
情
報

　
　
　
 
の
周
知

Ⅲ
-
②
　
わ
か
り
や
す
い
バ
ス
系
統
及
び

　
　
　
 
車
両
の
表
示

Ⅳ
-
③
　
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携

　
　
　
 
し
た
取
り
組
み
の
推
進

目
標
Ⅱ

公
共
交
通
利
用
者
の

利
便
性
向
上
と
普
及

Ⅱ
-
①
　
待
合
環
境
の
改
善

Ⅱ
-
③
　
利
用
者
に
対
す
る
特
典
等
の

　
　
　
 
検
討
・
実
施

基
本
方
針
１
：

市
内
各
地
域
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域

間
格
差
の
是
正
を
促
す

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

基
本
方
針
２
：

3
つ
の
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
向
上
に
よ
る
市
全
体

の
活
性
化

基
本
方
針
３
：

観
光
資
源
と
の
連
携
に

よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

基
本
方
針
４
：

公
共
交
通
機
関
相
互
の

連
携
に
よ
る
公
共
交
通

体
系
の
機
能
強
化

基
本
方
針
５
：

多
様
な
主
体
の
連
携
に

よ
る
持
続
可
能
な
体
制

や
仕
組
み
の
良
好
な
維
持

継
続

新
規

実
施
等
時
期

取
り
組
み
内
容

基
本
方
針
と
の
対
応

交
通
将
来
像

Ⅰ
-
①
　
幹
線
軸
の
維
持

交
通
将
来
像

暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る

公
共
交
通
体
系

目
標
Ⅰ

公
共
交
通
体
系
の

適
切
な
維
持
と
改
善

計
画
目
標

施
策

Ⅰ
-
③
　
支
線
軸
の
定
期
的
な
見
直
し
と

　
　
　
 
改
善
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４-３．施策・取り組みの実施主体及び実施時期 

本計画における施策・取り組みの実施主体、実施時期は以下のとおりです。 

  

2025年

(R7)

2026年

(R8)

2027年

(R9)

2028年

(R10)

2029年

(R11)

2030年

(R12)

１．需要に応じた
　　運行本数の確保

行政
交通事業者

２．施設・車両の
　　バリアフリー化

行政
交通事業者

３．公有地の活用 行政

Ⅰ-② 準幹線軸の維持

１．幹線軸を補完しつつ
　　拠点間の移動や観光
　　振興への対応を考慮
　　したバス路線の維持

行政
交通事業者

１．利用ニーズや乗降実
　　態を考慮したコミュ
　　ニティバス路線の定
　　期的な見直し

行政

２．よりよい見直し・改
　　善のための協力体制
　　の確保

行政
交通事業者
市民

Ⅰ-④ 地域連携エリア
　　　の移動支援

１．地域連携エリアでの
　　タクシーを活用した
　　移動支援の維持・
　　拡充

行政

Ⅰ-⑤ 新たな交通手段
　　　の導入の検討

１．地域の実情等に応じ
　　既存交通手段から新
　　交通手段（新モビリ
　　ティサービス）への
　　置き換え・追加等の
　　導入検討・実施

行政

Ⅰ-⑥ 人材確保に向け
　　　た広報の支援

１．運転士等の人材不足
　　を解消するために必
　　要な広報の支援

行政

１．主要な交通結節点等
　　での乗り継ぎ・待合
　　環境の改善

行政
交通事業者
企業・商店等

２．停留所ごとの事情に
　　応じた待合・乗降環
　　境の改善

行政
交通事業者
企業・商店等

Ⅱ-② 乗り継ぎ運行
　　　時刻の調整

１．支線軸における主要
　　な乗り継ぎ拠点(駅や
　　バス停)での運行ダイ
　　ヤの時間調整

行政
交通事業者

１．回数券･定期券制度
　　の創設（コミュニテ
　　ィバス）

行政
交通事業者

２．乗り継ぎ割引制度の
　　再構築

行政
交通事業者

３．乗車特典制度の創設
行政
交通事業者
企業・商店等

目
標
Ⅰ
　
公
共
交
通
体
系
の
適
切
な
維
持
と
改
善

目
標
Ⅱ
　
公
共
交
通
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
普
及

Ⅱ-③ 利用者に対する
　　　特典等の検討・
　　　実施

Ⅰ-① 幹線軸の維持

Ⅰ-③ 支線軸の定期的
　　　な見直しと改善

Ⅱ-① 待合環境の改善

実施時期
計画
目標

施策 取り組み 実施主体

順次実施

実施・継続

実施準備

継続実施

実施

実施

実施

準備 導入検討（条件等が整い次第実施）

随時実施

調整・実施

調査・調整・実施

調査・調整・実施

導入検討

導入検討

導入検討・調整・実施

実施

実施
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2025年

(R7)

2026年

(R8)

2027年

(R9)

2028年

(R10)

2029年

(R11)

2030年

(R12)

１．主要な交通結節点等
　　における総合案内板
　　の設置

行政
交通事業者

２．バス停案内表示の
　　改善と充実

行政
交通事業者

３．公共交通案内マップ
　　の作成・配布

行政

４．路線見直しに合わせ
　　た時刻表の改正・配布

行政

５．ホームページの充実
　　とGTFSデータの
　　活用

行政

１．わかりやすい系統名
　　・バス停名の設定

行政
交通事業者

２．バス車両、バス停等
　　への系統表示

行政
交通事業者

Ⅲ-③ わかりやすい
　　　乗り継ぎ情報の
　　　提供

１．乗り継ぎ拠点におけ
　　るわかりやすい乗り
　　継ぎ情報の表示

行政

Ⅲ-④ 免許返納者に
　　　対する特典等の
　　　普及促進

２．免許返納者に対する
　　特典等の普及促進

行政

Ⅲ-⑤ モビリティ・
　　　マネジメント
　　（MM施策）の実施

１．公共交通の乗り方
　　講座等の検討・実施

行政

Ⅳ-① 市内公共交通
　　　機関の連携

１．福津市地域交通体系
　　協議会を通じた市内
　　公共交通機関相互の
　　情報交換・連携の
　　推進

行政
交通事業者

１．車内広告や駅･バス停
　　のネーミングライツ
　　等の取り組みの拡充

行政
企業

２．商業施設等が実施す
　　る配送サービス等と
　　の連携・情報交換

行政
企業

１．地域団体等主体の自
　　家用有償旅客運送等
　　への伴走支援

行政
地域団体等

２．福祉団体等による
　　福祉有償運送との
　　連携・情報交換

行政
地域団体等

Ⅳ-④ 観光施策と連携
　　　した取り組みの
　　　推進

１．観光地・観光施設の
　　ＰＲ等に併せた公共
　　交通の利用促進

行政
観光事業者

Ⅳ-⑤ 近隣市町と連携
　　　した取り組みの
　　　推進

１．沿線自治体（宗像市、
　　古賀市、新宮町）と
　　の連携・情報交換

行政

計画
目標

施策 取り組み 実施主体

実施時期

目
標
Ⅲ
　
公
共
交
通
に
対
す
る
安
心
感
の
確
保

Ⅲ-① 公共交通の利便性
　　　を促す情報の周知

Ⅲ-② わかりやすい
　　　バス系統及び
　　　車両の表示

目
標
Ⅳ
　
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
・
協
働

Ⅳ-② 企業等と連携
　　　した取り組みの
　　　推進

Ⅳ-③ 地域やコミュニ
　　　ティと連携した
　　　取り組みの推進

企画 調整 実施

作成検討・作成 配布

実施

見直し時期に合わせて実施・配布

随時実施

順次実施

順次実施

順次実施

順次実施

調査・調整・実施

調査・調整・実施

定期実施

実施

随時実施

随時実施

随時実施

随時実施
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４-４．計画目標の数値指標 

計画の達成状況を評価するための指標を、以下のとおり設定します。 

■評価指標と現況値・目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画目標 評価指標 現況値 
※（）内は実績年度 

目標値(R12) 

目標Ⅰ 
公共交通体系

の適切な維持

と改善 

鉄道（JR九州）の駅別年間利用者数の計 
3,988千人/年 

（R5実績） 
3,988千人/年 

路線バス（西鉄バス）の路線別年間利用者数の

計 

3,660千人/年 

（R5実績） 
3,660千人/年 

路線バス（JR九州バス）の路線別年間利用者数 
237千人/年 

（R5実績） 
237千人/年 

コミュニティバスの利用者数 
64千人/年 

（R5実績） 
85千人/年 

コミュニティバスの路線別収支比率 

17.0％ 

（全路線の平均） 

（R5実績） 

20.0％ 

（全路線の平均） 

公共交通の維持に係る市の財政負担額 
6,000万円 

（R5実績） 

7,400万円 

以下 

目標Ⅱ 

公共交通利用

者の利便性向

上と普及 

主要な停留所におけるバス待ち改善箇所数 
6箇所 

（R3～R6実績） 
5箇所 

市民アンケートにおける公共交通の利用率 
38.1％ 

（R5実績） 

40.0％ 

以上 

目標Ⅲ 
公共交通に 

対する安心 

感の確保 

公共交通の利便性に関する満足度評価割合 
21.7％ 

（全体平均。R5実績） 

25.0％ 

以上 

市民向け講座又は意見交換会の実施地域・ 

回数 

52回 

（R1～R4実績） 
40回 

目標Ⅳ 
多様な関係者

との連携・協

働 

他分野連携による新事業の立ち上げ数 
０事業 

（R5） 
１事業 
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５．計画の進捗管理 
５-１．施策のマネジメント体制 

福津市における地域公共交通をマネジメント（管理）する主体は、「福津市地域交通体系協議

会」です。 

マネジメントにおいては、行政と交通事業者、市民、地域コミュニティがともに公共交通に対す

る意識を共有化し、単に評価するにとどまらず、持続可能な地域公共交通網の構築に向け、官民協

働のもと取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■福津市における地域公共交通推進体制 

 

市 民 
 

●積極的な公共交通の利用 

●地域公共交通の活性化・再生の検

討に主体的に参加 

●市民同士での公共交通利用促進意

識の醸成 

地域･コミュニティ 

（関係団体等） 

 

●地域公共交通の活性化・再

生の検討に主体的に参加 

●地域公共交通を支える持続

的な取り組みの検討・実践 

行 政 
（福津市、国、県等） 

 

●協力体制づくり 

●市民等に対する積極的な働きかけ 

●公共交通施策の実施 

●公共交通サービス提供の支援 等 

交通事業者 

（鉄道、バス、タクシー） 

 

●利用者ニーズを踏まえた 

交通サービス・情報の提供 

●地域公共交通のあり方の 

検討への積極的な参加や 

連携・協力 

福津市 
地域交通体系協議会 

 

（市民代表、地域代表、交通事業者、 

関係団体、学識経験者、 

国・県・市職員で構成） 



 

15 

５-２．評価・検証の実施時期等 

各指標の評価・検証は、福津市地域交通体系協議会にて実施します。 

 

 

数値指標 実施時期 データ取得方法 

鉄道駅別年間乗客数 年１回 
交通事業者から 

データ提供 

路線バスの年間利用者数 年１回 
交通事業者から 

データ提供 

コミュニティバスの年間利用者数 年１回 
交通事業者から 

データ提供 

コミュニティバスの路線別収支率 年１回 行政からの報告 

公共交通の維持に係る市の財政 

負担額 
年１回 行政からの報告 

主要な停留所でのバス待ち改善 

箇所数 

施策の実施状況に 

応じて、適宜実施 

事業主体への 

ヒアリングで把握 

市民アンケートにおける公共交通の 

利用率 
令和12年度 

行政によるアンケート 

調査による把握 

公共交通の利便性に関する満足度 

評価割合 
令和12年度 

行政によるアンケート 

調査による把握 

市民向け講座又は意見交換会の 

実施地域・回数 
令和12年度 行政からの報告 

他分野連携による新事業の 

立ち上げ数 

進行状況に応じて 

適宜実施 
行政からの報告 

 

 

 

■各指標の評価・検証の実施時期とデータ取得方法 
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